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　敦賀美方消防組合三方消防団の出初式が団員129名と車両13台が
参加して行われました。鳥浜貝塚公園東側の鰣川右岸での一斉放水で
は、団員たちは赤、黄、緑の色水も使い勢いよく放水しました。JA敦賀
美方三方五湖支店前の
町道では、森下町長や久
池団長らが見守る中、分
列行進や観閲式を行いま
した。森下町長は「団員
の日頃の活動に敬意と感
謝を申し上げます。これ
からも町民の安全、安心
のためによろしくお願い
します。」と訓示しました。

三方消防団1/6

　きらやま地域づくり協議会が中心となって、明倫地域づ
くり協議会、気山上瀬地域づくり協議会といっしょに「みか
た寄席」を開催しました。若狭町老人クラブ三方支部への
呼びかけもあり、当日は約140名もの人が参加し、盛大に
初笑いを楽しみました。この日は、大阪より笑福亭松喬さ
んと笑福亭喬若さんの2人による「時うどん」「まんじゅう
こわい」など楽しいネタで会場を沸かせていました。来場
者は「正月から大笑いでき、良い年になりそう！」など満足
した様子でした。

みかた寄席新春大笑い1/12

上中消防団1/12

若狭町交通安全祈願祭1/17

　県が河内で整備を進めている河内川ダムが
完成間近となっています。この日、地元に建設
されるダムに愛着をもってもらおうと熊川小学
校全校児童を対象にダムに直接ペンキで絵を
描く「お絵描き大会」が実施されました。
　それぞれ自分の名前の型紙やもみじの型紙
におもいおもいの色のペンキを塗り記念にしま
した。
　その後、平成28年度より熊川地区地域づく
り協議会と協力して育てているもみじの苗木を
ダム整備に活用してもらおうと贈呈しました。

河内川ダム「お絵描き大会」

　福井しあわせ元気大会(全国障害者スポーツ大会)に来県された皇太子さまは、
この日敦賀市でフットベースボールを観戦された後、若狭町（鳥浜）の福井県年縞
博物館を訪問され、山根一眞特別館長や中川毅立命館大教授の説明を受けなが
ら7万年分の年縞標本などを視察されました。沿道には多くの町民がお出迎えし
ました。

　若狭消防組合上中消防団の消防出初式がパレア若狭を主会場に、職
団員合わせ152名と車両10台が参加し行われました。まず始めに一斉
放水が披露され、引き続き各分団が整列する中、森下町長を先頭に観

閲を受けました。その後
分列行進、若狭町役場
上中庁舎周辺で町内パ
レードが行われました。
森下町長から「昨年の災
害において団員の活躍
に感謝します。引き続き
町民の安全、安心のた
め尽力してください」と
年頭の辞がありました。
〈写真・四方由紀子〉

　宇波西神社(気山)で若狭町交通安全祈願祭が執り行われました。森下町長や交通安全協会三方支部、上中支部など交通安全の関
係者約30人が出席し、町民8,627人から集まった交通安全祈願署名簿の奉納などが行われ、参加者一同交通安全を祈願しました。

若狭町立保育所(園)幼児画展1/21

　パレア若狭で1月21日～27日の前期には0歳児～4歳児、1月28日～2月3
日の後期には5歳児の幼児画展が開催されました。
　前期は絵のタッチが徐々に変化していく様子がよくわかるように、月齢順に
掲示してありました。5歳児展は修了記念として、町内7園の108名全員が
1点ずつ出展しました。どの作品も風景や動物、空想の世界などを伸びやかな
発想で表現されていまし
た。会場には「子どもたち
は絵を描きながら自分自
身に、そして私たち大人に
語りかけています。表から
は見えづらい子どもたちの
心を絵を通じて感じていた
だけたらと思います。」との
説明文があり、来場者は
伸びやかな子どもたちの
絵に見入っていました。

かみなか農楽舎研修報告会1/21

　かみなか農楽舎の農業研修生2名の、これまでの農業研修の成果
とこれからの抱負を発表する報告会が若狭町農村総合公園（末野）に
て行われました。報告会には森下町長や町議会議員、地域の方など、
約40名が参加しました。
　2年間の研修を終え、卒業する富山県出身の義浦敬順さんは「今後
地元へ戻り、この農楽舎での経験を活かし、法人経営を目指して農業
を頑張りたい。そして、自分の地元と農楽舎とのネットワークも図って
いきたい。」と語りました。また1年目の研修を終える兵庫県出身の中
村康志さんは、機械操作と獣害に苦労したことや、地域との交流の楽
しさを話し「今後農楽舎の社員になり定住していきたい。」と抱負を語
りました。
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焼きいも大会 　梅の里地域づくり協議会
が今年初めて企画した焼き
いも大会が西田公民館横の

梅園で行われました。地元の小学生や親子連れ、近所のお年寄りな
どたくさんの人が集まり、熱々のおいもを美味しそうにほおばってい
ました。小学校の子どもたちは「美味しい！あったかい！」と歓声を上げ
ていました。会長の大下恭弘さん(田井野)は「梅の剪定で出た枝を有
効に使ってたくさんの皆さん
に楽しんでいただき満足して
います。発案してくれた若手
梅農家に感謝します。」と喜
んでおられました。その後、
公民館でぜんざいのふるま
いや、消防団によるAEDの
講習が行われました。

1/26

探鳥会 　福井県海浜自然センターが主催し、「日本野鳥の会
福井県」が協力する探鳥会が三方湖周辺で開かれま
した。県内外の親子ら約40名が参加して、冬の三方

五湖に飛来するカモなどを観察しました。途中、野鳥の会会員よりオジロワシの
情報があり、場所を移動して観察しました。参加者たちは三方湖上を優雅に飛ぶ
様子に感激していました。鳥居守さん(三方)は「オジロワシの雄姿が見られて感
動しました。探された野鳥の会さんはすごいと思います。ありがとうございまし
た。」と食い入るように双眼鏡を眺めていました。

2/3

交通事故現場総点検

文化財火災防ぎょ訓練

1/22

　1月17日午前0時半頃に発生した交通死亡事故現
場(相田)において、敦賀警察署などが現場の総点検
を行いました。この総点検には、福井河川国道事務
所をはじめ、町内の交通安全関係団体から17名が参
加し、署員から事故の説明を聞き道路の状況などを
確認しました。
　速度を落とすように看板を設置するなど、啓発運
動を強化する案が出され、またお互いの団体でも一
度検討することを話し合いました。

　文化財を火災から守るため、地域住民、地元消防団や消防署が緊密な連携をとり、防火体制の徹底と住民の文化財愛護意識高
揚を図ることを目的に、町内各地域で訓練が行われました。 熊川葛寒ざらし体験

　立命館大学の学生が、熊川の歴史や文化を体験するインターンシップ事業の一環で、昨年11月に続き今回で2回目となるこの日、
熊川葛の「寒さらし」体験や葛まんじゅう作りを体験しました。まず、菱屋で県職員より熊川葛の特徴の説明を受けた後、熊川地区
特産品加工センターにて熊川葛振興会の皆さんより作業の説明を受け、葛根から葛粉を作る「寒ざらし」を体験しました。機械で砕
いた根を足で踏み、でんぷんを抽出しました。温かくなるとでんぷんが発酵するため、気温が低く水も冷たい今が作業のピークです。
その後、旧逸見勘兵衛家住宅にて葛まんじゅうを作り味わいました。
　今後は、2月17日の熊川宿まちづくり総集会にて観光振興策を提案していただく予定です。

1/29

上中地域 　熊川区の宿場館周辺において上中地域の文化財火災防ぎょ訓練が行われました。当日は前夜か
らの雪も残り厳しい条件でしたが、住民の通報やバケツリレーによる初期消火、地元消防団による
放水、消防署による延焼防止のための

ウォーターカーテンも行い、テキパキと訓練が進みました。閉会式では
玉井教育長より「住民や団員のみなさんのテキパキとした行動を頼もし
く拝見しました。特に文化財の多い熊川区ですが、いざという場合も落
ち着いた行動ができるようお願いします。」と挨拶がありました。

1/26

三方地域　田井の慈眼寺において三方地域の文化財火災防ぎょ訓練が行われました。寺内の台所から火災
が発生したとの想定で、住職の119番通報や地元区民とともに消火器による初期消火や文化財の
搬出の訓練をしました。後に消防車両4台、団員と署員46名による放水訓練も行いました。久池

三方消防団長は「各機関が一体となって真剣に取り組んでいただき、当初
の目的を十分に発揮できたのではないかと思います。今後は消防職員、団
員、また地域住民の皆さん方と災害に強い安全で、安心なまちづくりを目
指し、ご尽力いただきたいと思います。」と訓示しました。

1/27

～ 第65回文化財防火デー ～
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1/29

上中地域 　熊川区の宿場館周辺において上中地域の文化財火災防ぎょ訓練が行われました。当日は前夜か
らの雪も残り厳しい条件でしたが、住民の通報やバケツリレーによる初期消火、地元消防団による
放水、消防署による延焼防止のための

ウォーターカーテンも行い、テキパキと訓練が進みました。閉会式では
玉井教育長より「住民や団員のみなさんのテキパキとした行動を頼もし
く拝見しました。特に文化財の多い熊川区ですが、いざという場合も落
ち着いた行動ができるようお願いします。」と挨拶がありました。

1/26

三方地域　田井の慈眼寺において三方地域の文化財火災防ぎょ訓練が行われました。寺内の台所から火災
が発生したとの想定で、住職の119番通報や地元区民とともに消火器による初期消火や文化財の
搬出の訓練をしました。後に消防車両4台、団員と署員46名による放水訓練も行いました。久池

三方消防団長は「各機関が一体となって真剣に取り組んでいただき、当初
の目的を十分に発揮できたのではないかと思います。今後は消防職員、団
員、また地域住民の皆さん方と災害に強い安全で、安心なまちづくりを目
指し、ご尽力いただきたいと思います。」と訓示しました。

1/27

～ 第65回文化財防火デー ～
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主催／若狭町　後援／
協賛／（公財）げんでんふれあい福井財団

※未就学児入場不可
託児所（有料）設置あり
対象：1歳以上～小学校3年生まで 
申込締切：3月10日（日）一般 1,500円 学生 500円

開演15：00（開場14：30）
全席指定音楽ホール

3月24日（日）
2019年

透明感あふれる広瀬奈緒の歌声と
　シルクのような今川裕代の音色が織りなす
　　イギリス民謡や福井ゆかりの歌曲をみなさんの心にお届けします
　　　ゲストにリトルピアニストと若狭町コロッコ少年少女合唱団を迎える
　　　　若狭スペシャルコラボレーション

（C）Arei Komatsubara 

（C）Kohei Take

歌とピアノで紡ぐ
　　　心のふるさと

出演者：

ゲスト：

広瀬奈緒［ソプラノ］　
今川裕代［ピアノ］

リトルピアニスト４名
若狭町コロッコ少年少女合唱団

※プログラムは予告なく変更になることがございます。あらかじめご了承ください。

J. シベリウス

笠松泰洋編曲

笠松泰洋

●ロマンス op.24-9
●埴生の宿
●ダニーボーイ
●アメージンググレース
●足羽川
●いのちとは　ほか

Programチケット好評発売中
受付時間／9：00～18：00（火曜日を除きます）パレア若狭
●創楽堂（小浜市）
●オーディオ渡辺（敦賀市）

TEL 0770ｰ52ｰ1313
TEL 0770ｰ22ｰ3456プレイガイド

チケット販売・
問い合わせ先

※発売初日のみ、お電話での予約受付は13:00からとなります。（窓口販売で完売の場合はご容赦ください）
※1回の販売・予約はお一人様3枚までとさせていただきます。

※　  　　　　　　  先行販売・予約はお一人様2枚までとさせていただきます。

福井県三方上中郡若狭町市場18ｰ18　TEL 0770ｰ62ｰ2506
URL http://parea.town.fukui-wakasa.lg.jp

チケットカウンター


